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光拡散性固定型ブラインドによる室内照度分布の算定
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1 .はじめに
従来の昼光照明設計においては，比較的安定し，かっ
拡散性の高い天空光についての検討が主で，変動が著し
く強い方向性を持つ直射日光は，除外もしく は遮蔽する
という形で取り扱われてきた。しかし，直射日光の光エ
ネルギーは大で，省エネルギ 上ーこれを有効に利用すべ
きであると筆者らは考える。但し，直射日光を取り倣う
際，通常の視作業においては直射日光の室内への直接の
射入は避けるべきである。
中根らけは，室内での直射日光による著しい照度分布
を解消し，昼光照明として，直射日光をも利用すること
のできる，光拡散性固定型ブラインドの開発を行った。
そして更に，直射日光，天空光，地物反射光にき基づく光
拡散性固定型ブラインドの透過指向特性，及び，光拡散
性国定型ブラインド透過後の室内水平面直接照度の算定
図を示した。
一方，従来の昼光照明設計においては，作業面昼光照
度の算定法は，窓面から射入する，天空光と，地物反射
光に基づく直接照度のみによるものが主流であった。室
内反射を考えた作業面間接照度の算定は，無視されるか，
または，作業面でほぼ一様とみなされる作業面切断法と
いう形で処理されるに過ぎなかった。しかし，光エネル
ギーの大きい.直射日光を照明に有効利用する場合，直
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射日光に基づく作業面間接照度は一機ではなく ，作業面
での分布が存在することが予測できる。即ち，作業面間
接照度を一様とみなして，作業面切断法で処理してしま
うことには無理があると考える。
そこで本研究では，直射日光の昼光照明への有効利用
を目的に，まず，作業薗間接照度に影響を及ぼす，光拡
散性固定型ブラインド透過後の，直射日光，天空光，地
物反射光の室内表面での直接照度分布を求め，窓面照度
との比で表す。
次に，従来単独に切り離されて考えられてきた，直射
日光照度と，天空光照度の同時出現率を求め，責主も可照
時間の長い，南鉛直面での，両照度の同時出現率の高い
照度レベルを算定するとともに，光拡散性固定型ブライ
ンド透過後の，両照度の同時出現率についても明らかに
する。更に，直射日光，及び，天空光の同時出現率の高
い照度レベルを用いて，光拡散性固定型ブラインド使用
時の，室内表面での昼光照度分布の算定例を示す。
また，本研究では，筆者らの主目的である住宅につい
て，窓前の外部環境に影響される，直射日光，及び，天
空光の出現頻度を求め，住宅の昼光照明設計について考
察を行うものである。
2.室内表面における直接照度分布
昼光による作業面間接照度は，室内の，天井，倒1壁，
奥壁.床の表面の直接照度分布iこ強い影響を受ける。そ
こで，窓に光拡散性固定型ブラインドを装着した場合の，
直射日光，及び，天空光に基づ.く室内各表面の直接照度
分布を，窓面照度との比で表し，図-1-図-8に示す。
但し，地物反射光については，特別な場合を除いてさほ
ど強い方向性をもたず，昼光照明設計上は拡散光とみな
せるりことから，天空光の算定図表で代用できると考え
、，?
?
?ー
-114ー 住居学
Y/Z 
9.0 
1.0 
7.0 
1.0 
5.0 
‘.0 
3.0 
2.0 
1.0 
Y/Z ・.on
I.a 
7.0 
6.0 
5.0 
1.0 
yγz 
3.0 ‘.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 
X/Z 
図ー1 天井面照度比算定図表・直射光
図-3 側壁画照度比算定図表 ・直射光
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図-2 床面照度比算定図表・直射光
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図-4 奥壁面照度比算定図表 ・直射光
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図-7 側壁面照度比算定図表・ 天空光
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この結果，直射日光照度31500(lx)，天空光照度2∞O(lx)
において照度レベルの同時出現最頻値を示しており，前
述のガラス窓のみの透過後の照度に比較して天空光j照度
が1/8と大幅に低下していることがわかる。但し，直射
日光に関しては顕著な低下が認められなし、。
居住
ている。
従来の昼光率図と同様に，~幅 (X)，窓高 (Y)，窓
からの距離 (Z)より，室内表面の任意の点において，
直射日光，及び，天空光に基づく直接照度を，窓面照度
との比として求めることができる。
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室内照度分布の算定例
次に，図一 1-図-8を基に1800mmx 1800mmの掃き出
し窓を持つ南向き居室 (3600mmx 3600mm x 2400mm)につ
いて， 600mm X 900mmの矩形で分割した天井，側壁，奥皇室，
床の各区画の中心の直接照度を算定する。算定に用いる
鉛直面直射日光照度は前述の光拡散性固定型ブラインド
透過後の31500(lx)，鉛直面天空光照度は2∞O(lx)であ
る。直射日光による照度分布図を図一11に，天空光によ
る照度分布図を図-12に示す。
直射日光に基づく室内直接照度については.図-11よ
り，全体的に照度レベルが高く，その分布も著しいこと
が分かる。最高照度は窓近接床面の4343(lx)であり，最
低照度は奥上部側壁面の80(lx)である。
しかし，天空光に基づく室内直接照度については，図-
12から分かるように，ブラインドでかなり減衰されるこ
ともあって，最高でも119(lx)で，他ほとんどが50(lx)
4. 3.直射日光及び天空光の同時出現照度レベルの検討
大阪市立大学学舎屋上において， 1984年6月21日から
1985年6月20日までの1年間の就業時間帯(9:00-17:00)
に連続測定した結果から， 10分間隔でガラス窓透過後の
南鉛直面天空光照度と直射日光照度の測定結果を抽出し
た"。両照度の同時出現頻度を図-9に示す。この結果，
同時に出現する照度レベルの組合せ頻度が最も高いもの
は，直射日光照度31500(lx)，天空光照度16000(lx)であ
る。この値は個々の照度レベルの出現頻度についてもか
なり高い債を示している。
次に，窓に光鉱散性固定型ブラインドを装着した場合
の.ガラス窓と光拡散性固定型ブラインド透過後の直射
日光による照度，及び天空光による照度を測定した。尚，
この測定は，ガラス窓透過後の測定と同ーの条件下で同
時測定を行ったものである。ブラインド透過後の南鉛直
面天空光照度と直射日光照度の出現頻度を図一10に示す。
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天空光照度(lx)
ガラス及び光鉱散性固定型ブラインド透過後
の南鉛直面直射日光照度と天空光照度の同時
1出現率
図-10
( 4 )
天空光照度(lx)
ガラス透過後の南鉛直面日光照度と
天空光照度の同時出現率
図-9
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単位=lx 単位=lx 
図-11 室内袋面における直接照度分布図 ・直射光 図-12 室内表面における直接照度分布図 ・天空光
以下と照度レベルが低いと同時に著しい分布の差が認め
られない。
5.住宅の昼光照明股針に関する検討
本報では，光鉱散性固定型ブラインドを使用した，住
宅室内表面の直接照度分布を求めるに当たり，特に筆者
らの主目的である住宅について検討を行う。
まず，既報りにおいて.大阪府下の3用途地織を対象
に，等距M射影方式の魚眼レンズを用いて撮影した外部 E 
環境の実測写真に，図-13に示す日照時間図を重ねて，
住宅窓面における，春秋分 ・夏至 ・冬至の直射日光の可
照時間数(就業時間帯念00-17・∞についてのみを対象
とする)を求める。方位別に図ー 14-図一17に可照時間
数の累積頻度分布を示す。
図より，実状の住宅においては，窓前の外部環境に影
響され，直射日光の可照時間数は.季節別，方位別に異
なることが分かる。更に，春秋分・夏至 ・冬至とも.南
において最も可照時間が長いと言えるが，東 ・西では夏 図ー13 日照時間図
至に最も可照時聞が長く，南では春秋分において最も可
照時間が長いことが分かる。 で録も高いことが分かるが， しかし，その南においても
更に，外部環境の実誠1I写真より，鉛直面での天空の立 約8割の住居で天空の立体角投射率が20%にj貨たないこ
体角投射率を求め，図ー18に.方位別にその累積頻度分 とが分かる。即ち，約 8~Jの住居の南面の，天空光に基
布を示す。図より，天空の立体角投射務は，方位別に南 づく照度は，遮蔽物のない鉛直面天空光照度の更に2/5
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図ー18 天空の立体角役射塁手累積頻度分布
未満であると言える。
以上の結果から，直射日光を含む住宅の昼光照明設計
を行う場合，直射日光の影響は大きし直射日光を無視
した昼光照明設計弘実用性に乏しい事が明らかになっ
た。また，逆に，天空光の重要性は極めて低い事がわか
り，直射日光をも含む昼光照明計算上は，簡易的に，天
空光による影響を無視することが可能であると考えられ
る。
6.まとめ
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定型プラインド装着窓面での天空光照度が著しく減衰す
ること等によって，室内での天空光による直接照度レベ
ルは低いということが分かった(可動型ブラインドで直
射日光を遮蔽した溺合は.一般に，尚一層天空光が遮断
される)。
また，実際の住宅における天空の立体角投射率の出現
は度とも考え合わせると，天空光に基づく照度レベルは.
更に2/5以下になる。故に，住宅における昼光照明設計
時の，作業面への間接照度を計算するための，室内表面
の直接照度分布の算定法には，天空光による影響を無視
しでも差し支えないと考える。
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Summary 
In the result of this study， the authors have proved that daylighting design having 10ng lighting time and neg1ecting 
direct sunlight is of no practica1 use on a window surface. We have a1so proved that， when daylighting design includ句
direct sunlight， interior direct iIluminance level inf1uenced by sky light is extremely low， which is due to low ration 
of configuration factor and remarkable subsider of sky light iUuminance on a window surface attached by a light 
diffusing blind (when shielding by a moving blind， generally more sky light is cut off). Moreover， inconsideration 
of appearance frequency of sky configuration factor in actual housing， the i1luminance level based on sky light is 
estirnated at less than 2/5. 百terefore，we suggest of neglecting the inf1uence of sky light for purpose of estimating 
dIIect illuminance distribution which is employed to calculate indirect illuminance onto desk surface during daylight 
design in housing. 
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